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Ⅰ　はじめに

　人類の文明形成は、複雑社会や階層社会の形成や都
市の誕生などの様々な指標を通して議論されてきた
（チャイルド 1951 [1936] ほか多数）。これまでエジプト
やメソポタミアやインダスなどの古代文明を対象にし
た主として考古学の分野から数多くの研究が知られて
いる。例えば、古代メソポタミア文明の形成の過程に
おいて、最初の町は、ぬかるんだ平野に埋め込まれた島、
広大なデルタ湿地帯の境界線上に位置していたといわ
れる。町の水路は輸送ルートとして利用されるなど湿
地の豊かさが指摘されている（スコット 2019 [2017]: 
110）。一方で近年では、マヤやインカを事例として南
北アメリカ大陸の文明形成とその展開を対象にした研
究も少なくない（関（編）2017; 青山ほか（編）2019; 

山本 2021）。本稿では、古代文明を直接扱っているわ
けではないが、人類による社会複雑性の萌芽とその形
成過程を把握することを問題意識としてかかげる。

　本稿は、従来の研究ではあまり注目されてこなかっ
た南米のアマゾニアに焦点を当てる。アマゾニアは、
これまで文明とは遠い国家をつくらない「未開」の地
域であるとみなされることが多かった。フランスの人
類学者クラストルは、パラグアイのグアヤキ族ほかを
対象にして国家に抗する社会として捉えている（クラ
ストル 1989 [1977]）。彼は、未開社会は権力や国家を
発見していない社会でなく、国家の出現を避けるよう
に構築された社会であると主張する。しかしながら、
近年の考古学や関連分野の研究が進むことによって、
先史時代のアマゾニアに暮らした人々による社会複雑
性（Social Complexity）をめぐる研究が蓄積されつつ
ある（Schaan 2012; Lombardo et al. 2020ほか）。
　さて、これまで人類社会の複雑化の過程を解明する
ために、主として３つのアプローチがなされてきた。
第一は、先史学・考古学の方法である。とくに先史時
代におけるメソポタミアや地中海沿岸地域における社
会複雑化の起源とその展開を対象にした研究が古



非文明圏

非文明圏

図１　世界における６大文明（第一次国家）と非文明圏
（出所：筆者作成）
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くから多い（チャイルド 1951 [1936]; Algaze 2001; 

Leppard 2019ほか）。また、中央アジア地域の王国や
帝国のように古代文明とは異なり二次的に生まれた国
家のなかで社会複雑性を議論することもある（Hanks 

& Linduff eds. 2010）。さらには、世界の諸文明の形成
過程を比較することから社会複雑性の一般的特質を抽
出したものもみられる（トリッガー 2019）。
　第二は、文化進化論の視点である。この視点の場合、
時間軸や空間軸を越えて幾つかの社会を理論的に想定
することから社会複雑化について論じるものである。
それは、例えば次のような５つの段階に分けられる。
①不安定な儀式、②農業の集約化、③ルーティン化さ
れた儀礼、④アイデンティティの共有、⑤政体の支配
力と交易の拡張という段階を踏んで社会の複雑性の程
度が高まることが指摘されている（Whitehouse et al. 

2014, 2015）。
　第三は、人間の社会が進歩的に発展していくとする
考えのもとに社会の進化を論じる方法である。文化人
類学における世界各地の民族誌をもとにした進化主義
や新進化主義の考え方である。エルマン・サーヴィス
は、狩猟採集民、農耕民、牧畜民、都市民などに世界
の民族を便宜的に分けそれらを比較することから人類
の社会進化の在り方を論議した（Service 1962）。マー
シャル・サーリンズは、世界の狩猟採集民の民族誌を
ふまえて旧石器時代の人々の経済が豊かな社会である
ことを提示している（Sahlins 1972）。しかしながら、こ
れらの視点は米国の学会では進化人類学の研究グルー
プがみられるように現在でも盛んであるが（Wissener 

2002ほか）、我が国では生態人類学の研究者が現生の
狩猟採集民の生計活動や平等主義的行為から人類の初
期的姿を推測することに関心を持つこと以外にはあま
り重視されてはいない。
　本稿では、人類による社会複雑性の萌芽とその形成
過程を明らかにするという問題意識のもとに、アマゾ
ニアを対象にした考古学の近年の研究を整理した後に
民族誌の事例を加えることから社会複雑性を把握する
ための枠組みを提示することが目的である。はたして
民族誌は、考古学の対象とする時間のなかでどのよう
に貢献できるのか否かを考察する。筆者は、アマゾニ
アを対象にした最近の考古学の文献の渉猟をする一方
でペルーアマゾンの先住民の村における生業複合に関
する現地調査を行った。
　ここで、筆者の研究枠組みを紹介する。図１は、世
界における６大文明と非文明圏を示す。６大文明とは、
エジプト、メソポタミア、インダス、中国、そしてメ
ソアメリカとアンデスである。これらは、第一次に生
まれた前近代の初期国家である。当時の非文明圏とは、
これらの地域以外ということになる。エジプト以外の
アフリカ、メソポタミア、インダス、中国以外のユー
ラシアと日本、オセアニアの全域、そして大部分の南
北アメリカ、極北の地域が含まれる。これまで考古学
の研究では発掘資料の関係で文明圏を対象にした研究
が多かったが、民族考古学的な資料で解釈が有効な非
文明圏を設定し両者の関係の在り方を把握するという
研究の基礎的枠組みが提示されている（Ikeya 2021参
照）。



後期完新世の2500年前に
集約農耕および管理した
淡水漁撈。複雑社会の形成。
宗教用マウンド、盛り上げ
た農地。出所：Capriles et 

al. 2019 

.

初期完新世のアマゾン川流域における作物栽培と景観改
変。モホス平原、 万250年前にカボチャの一種、 万
350年前にキャッサバの一種、6850年前にトウモロコシ
が栽培されていた。出所：Lombardo U. et al. 2020

「森の島」の編年

500-1400AD 占有された
マウンド、池でのサバン
ナ漁撈（Prestes-Carneiroet 

al. 2019）

17世紀の記録： 千人
以上の人がいた。50

以上の村に分かれる。

図２　完新世の初期・中期・後期における年代と出来事
（出所：Capriles et al. 2019：６の図に、筆者により出来事を加筆）
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Ⅱ　 完新世時代のアマゾニアと社会複雑

性：考古学の視点から

　近年、先史時代のアマゾニアを対象にした考古学と
その隣接科学の研究が盛んである（実松 2004; 池谷 

2016ほか多数）。例えば、アマゾニア南西部・ボリビ
アのモホス平原（Llanos de Moxos）では、紀元前500

年頃に集約的農耕や内水面域を管理することを通して
熱帯の景観を変えてきた複雑社会（complex societies）
への萌芽がみられた（Lombardo et al. 2010; ほか多数）。
そこでは、広範囲にわたる居住ネットワーク、儀礼の
ための墳丘（マウンド）、土手道、耕作地が広がって
いた。一方で、生物地理学や遺伝学の研究によってこ
の地域はキャッサバ、サツマイモ、野生稲、ピーナッ
ツなどが最初に栽培化された地域の一つとしてみなさ
れている（Lombardo et al. 2020）。
　しかしながら、紀元前500年以前からこの地域での社
会・環境変容は生じていた。アマゾニア南西部のモホ
ス平原において「森林でおおわれた島」（forest island）
では、中期完新世（紀元前6000年頃から紀元前2000

年頃の間）に埋葬地や初期の集落跡が示されている
（Capriles et al. 2019）。ここには、環境変化に対応でき
る狩猟採集社会が存在したとされる。後期完新世にお
けるこの地域の景観は、現在のようなサバンナ草原で
はなかったが貝塚がつくられている。「森林でおおわ
れた島」は、経済的にも象徴的にも重要な最初の土盛
り（earthwork）ではないかという仮説が提示されて

いる（Rodrigues et al. 2018）。
　ここでの狩猟採集社会については、考古資料に対し
て1940年代にほぼ同じ地域で調査された現存する狩
猟採集民シリオノ族の民族誌資料を利用して解釈され
ている（Capriles et al. 2019）。当時シリオノは、土地
所有者との接触を避けるようにして季節に応じて移動
していた。乾期にはシリオノのバンドは、モンキー（新
世界ザル類）、ペッカリーなどの野生動物を追い求め
て森のなかに移動した。雨期には川の氾濫にともない
森の島の定住性の高いキャンプに移動した。そこでは、
キャッサバやトウモロコシの単純な農耕もしばしば
行っていた。また、Pomacea貝のような動物考古資料
からその場所は、内水面での水産資源の利用において
好都合であることがわかる。
　一方で最近の研究では、初期完新世のモホス平原に
おける景観改変では、１万850年前から新たな景観が
人によってつくられ、季節的に冠水するサバンナに点
在する約4700の人工孤立林（森林の島）となったと
された（Lombardo et al. 2020）。それぞれの孤立林は、
およそ横40m、縦20mの大きさである。そして、作物
栽培では、１万250年前にカボチャの一種、１万350

年前にキャッサバの一種、6850年前にトウモロコシ
が栽培されていた。その後、後期完新世になって集約
的な農耕が開始されたとされる（図２参照）。
　さらに、最近の研究では紀元後500～1400年におい
て人工景観の土盛り（マウンド）と漁撈活動の関係が
明らかになってきた（Erickson 2000; Prestes-Carneiro et 



図３　ロマ・サルバティエラで回復された主な魚の生息地
（出所：Prestes-Carneiro et al. 2019）

 図４　 ロマ・サルバティエラにおける土手で構築された
運河のネットワーク

（出所：Presres-Carneiro et al. 2019）

92

『
年
報
人
類
学
研
究
』
第
13
号
（
２
０
２
2
）

A
nnual Papers of the A

nthropological Institute Vol. 13 (2022 )

al. 2019）。それには動物考古学の研究によってロマ・
サルバティエラにおける人々が利用していた20種類
以上の魚が同定されている（図３）。同時に、池かス
ワンプ、あるいは湖か川のようにこれらの魚の生息環
境の違いが指摘されている。また、対象地には数百ｍ

の長さにも及ぶ土手道が人工的につくられていて、周
囲が土手からなる池が存在していたことがわかってい
る（図４参照）。つまり、これらのことから、当時、
漁撈活動を容易に進めるために河川域での水の管理が
なされていたことがわかる。
　以上のように近年の研究によってアマゾニアのなか
のモホス平原の事例に限定したものではあるが、完新
世の初期から後期にかけて森の島の形成、幾つかの作
物の栽培化、そして氾濫原漁撈の順に人為による景観
変遷が行われてきたことがわかる。そして、17世紀
にはこの地域で50以上の村に分かれて４千人以上が
暮らしていたという点は注目すべきである。この地域
は、アマゾニアの一部であるが雨期には氾濫するとい
う自然特性を持ちながら完新世の初期は移動性の高い
平等社会であったもののトウモロコシなどの農耕と漁
撈を組み合わせて先コロンブス期のなかで社会複雑化
の萌芽がみられた所であるとまとめられる。

Ⅲ　 近現代のアマゾニアと社会複雑性：民

族誌の視点から

　まず、筆者は、近現代の民族誌と先史時代を対象に
した考古学の資料を統合して、アマゾニアの社会の地
域性をふまえて社会複雑性の程度から多様な環境への
適応型として以下のような３類型を提示する。適応
Ａ：農耕定住と氾濫原漁撈を組み合わせた複雑社会、
適応Ｂ：ヴァルゼア（氾濫原、雨期には水没し、乾期
に水位が下がって現れる土地）に適応した社会、適応
Ｃ：テラ・フィルメ（冠水しない台地）に適応した社
会である。また、これまでヴァルゼアとテラフィルメ
の適応は、メガーズによっていわれているが（Meggers 

1971）、これに盛土・氾濫原適応を加えたのが筆者の
独自な見解である。
　さて図５は、アマゾニアの考古遺跡の分布を示す。
遺跡は、アマゾン川の流域に多数のものが見出される。
とくに中流部に位置するマナオスの近郊には考古遺跡
が集中している。同時にここは、人為の関与した土壌
の密度が高い地域でもある。また、アマゾニアでは先
コロンブス期の土盛り（earthwork）の存在が見つかっ
ている（図５参照）。土盛りは、人工的な景観である
可能性が高いが、その役割については議論されてきた。
その場所は、アマゾン川の河口に近いベレンの周辺、
フランス領ギアナの海岸部、ボリビアアマゾンの地域
である。なかでも前節で詳細に言及したボリビアのモ
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図５　アマゾニアの考古遺跡の分布と民族の分布
考古遺跡の分布は、Le Tourneau (2019: 81）による。適応Ａ、適応Ｂ、適応Ｃは、筆者による区分を示す。

表１　アマゾンにおける先住民の社会組識、交易、宗教

要素 シリオノ ワイワイ ヒバロ ワオラニ マイフーナ カヤポー カマユラ オマグア タパジョス
ブラジル ブラジル エクアドル エクアドル ペルー ブラジル ブラジル ブラジル ブラジル

定住度
集落の人口 ±80 ±25 ±40 ±30 ±80 150＋ ±110 300＋ 300～2500

集落の永続度 ６ヶ月
以下 ±５年 ±６年 ±10 ±10 恒久 ±10年 恒久的 恒久的

社会組織

世帯の長 × × × × × × × × ×

一時的（戦争） × ×

恒久的 × ×

村会 × ×

非血縁的アソ
シエーション ×

社会成層 最高首長 × ×

奴隷 × ×

パートタイム
の専門分化

シャーマン × × × × × ×

工芸 ×

フルタイム
の専門家

最高首長 × ×

神官 ×？ ×？
工芸 ×？ ×？

交易

集落内 × × ×

集落間・部族
間 × × × × × ×？ ×？

公式の市 × × × ×

特別の建物

男子宿泊所 ×

笛の家 ×

神殿又は社 × ×

貯蔵庫又は倉 × ×

首長の家 × ×？ ×？

宗教
儀式用の柱 ×

偶像 × ×

祈祷と供物 ×

出所： Meggers (1971), メガーズ（1977）のなかの２つの表を組み合わせた後に、筆者による資料（ワオラニ、マイフーナ）
を追加
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図６　フランス領ギアナの内陸部の焼畑地
（出所：Rostain 2012）
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ホス平原のものはアマゾニアのなかで面積では最大規
模に達する。ここでは、先史時代のモホス平原におけ
る社会を「盛土・氾濫原適応」（適応Ａ）と筆者はみ
なすことにする。
　つぎに、アマゾニアにおいて考古遺跡のない地域で
の人々の暮らしはどのようになっているのだろうか。
このことを明らかにするため、アマゾン先住民を対象
にした複数の民族誌やエスノヒストリー資料から得ら
れた社会組織、交易、宗教などを比較する。表１は、
アメリカの考古学者メガーズが文化生態学の視点から
作成したものに筆者による資料を加えたものである
（Meggers 1971; メガーズ 1977 [1971]）。まず、対象集
団をみてみよう。ブラジル、エクアドル、ペルーのア
マゾンにおける９集団の先住民が対象になっている。
このなかでシリオノやワオラニは、狩猟採集民として
よく知られている。そのほかはキャッサバを中心に栽
培する焼畑農耕民である。つぎに集団の定住度を比較
しよう。集落の永続度が６ヵ月以内のシリオノに対し
てカヤポ、オマグア、タバジョスでは恒久的なもので
ある。ワイワイやヒバロは、数年で中心の集落が移動
する。
　さらに、表１から地域社会の比較をみてみよう。オ
マグアとタバジョスの場合のみ、最高首長と奴隷がい
て人口が大きいことが注目される。オマグアの場合、
村ごとに一人の長がいてすべての村は最高首長（大首
長）のもとにまとまっていたという。17世紀末のオ
マグアの最高首長はトゥルルカリと呼ばれていた。そ
れは、神を意味した。そして、森林の民族を襲ったと
きに捕らえた子供を育てて奴隷としていた（メガーズ 

1977 [1971]）。
　表１からフルタイムの専門職としては神官が存在し
ている点もまた興味深い。但し、シャーマンは上述の
２つの民族にはいないが、ほかの６民族には存在する。
それに加えて上述の２集落では社や貯蔵庫も存在して
いて、ほかの諸民族のそれとは大きく異なっている。
これらの点から、オマグアとタバジョスは、対象とし
た諸民族のなかで社会階層が出現していて社会複雑性
の高い社会であると位置づけることができる。
　オマグアの生業をみてみよう。主食は有毒キャッサ
バであり、トウモロコシも重要な食料であった。畑と
家屋は、島とか川岸に位置する。すべて低い土地で水
をかぶる所であった。ここでは、トウモロコシは家の
中や高床の蔵に貯蔵した。キャッサバは、ヴァルゼア
のなかに作った穴に水位が下がるまで蓄えていた。魚

も毎日大量にとれて重要な食料源であった（メガーズ 

1977 [1971]）。
　また、これらの社会は、浸水の度合いは多様である
がアマゾニアのヴァルゼアと呼ばれる氾濫原に位置す
る点で共通性を持つ。前節で言及した南西部のモホス
平原の事例とは農耕と漁撈への従事する点で類似して
いるが、ヴァルゼアにおいて内水域の水を管理してい
るわけではない。これは、「ヴァルゼア適応」（図５で
適応Ｂ）と呼ばれている。図６では、フランス領ギア
ナの内陸部における川沿いに広がる焼畑農耕の景観を
示す。なお、ヴァルゼアの原住民文化は初期のヨーロッ
パ人の介入が容易であり現在残存することがなく、断
片的な情報が得られる程度であることを記しておく
（メガーズ 1977 [1971]: 182）。
　その一方で２民族以外の社会では、集落の定住度が
低くなり世帯の長は存在しているものの最高首長や奴
隷のいない社会である。そして、カヤポには首長の家
や男子宿泊所は存在するもののほかの社会では特別の
建物もない社会である。交易の場合は、集落の内外に
おいて行われている。また、これらの社会では内陸部
での焼畑農耕に従事している点が共通である。そこで
は、主食となるキャッサバを中心にしてバナナなども
栽培されている。これは、「テラ・フィルメ（冠水し
ない台地）適応」と呼ばれている（図６参照）。
　以上のことから、近現代のアマゾニアを対象にした
民族誌からいえることはアマゾニアのなかに氾濫原と
内陸の森林環境への２つの適応がみられることである。
しかしながら、「盛土・氾濫原適応」（適応Ａ）はみら
れない。とくにここでは氾濫原適応の社会には定住度
が高くなっていてフルタイムの専門家が生まれている
点からも社会複雑性の萌芽が見出せるとまとめられる。



図７　 集落の家屋の位置（2010年頃）
▲：家屋　■：公共物　×：廃屋

（出所：スクサリ村の資料より筆者作成）

図８　川沿いの家屋　分散して居住　所有物は多くはない
（2020年２月撮影：池谷和信）

図９　川沿いに集住化した中心部
（2020 年２月撮影：池谷和信）
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Ⅳ　 現在のアマゾニアの社会の動態：集住

化と生業複合

　ここでは、社会複雑性の萌芽が認められないタイプ
の社会としてアマゾニアの内陸部の事例を紹介する。
村の集住化と生業複合という２つの側面からペルーア
マゾンの先住民の村をみてみよう。

１　村の集住化

　前節では、氾濫原や内陸の森林に応じて適応Ａから
適応Ｃまでの３つの形を指摘したが、おのおのの社会
の動態については特定の地域での現地調査が不可欠で
ある。しかしながら、現在のアマゾニアにおいてすで
に言及したように「ヴァルゼア適応」の社会はほとん
ど消滅している。現存する社会の文化を記述する民族
誌研究が可能であるのは、社会複雑性の萌芽が認めら
れない「テラ・フィルメ適応」の適応Ｃのみである（宮
崎 1960ほか）。そこで、ペルー北東部のロレト州内の
先住民マイフーナの村での民族資料を提示する。村で
は焼畑農耕を中心にして狩猟採集漁撈交易を組み合わ
せた生業複合が社会の特徴である。ここでは、とくに
商業的な狩猟活動に注目する。狩猟がアマゾンの現場
でどのように行われているのか、社会複雑性の問題と
のかかわりはないのか否かを明らかにする。
　筆者は、2011年８月（乾期）および2012年１月（雨
期）においてのべ約４週間にわたってペルーアマゾン
において現地調査を行った。その後も現在（2020年
２月）まで数回にわたる短期調査を繰り返している。
主な調査地は、ロレト州マサン地区スクサリ（Sucusari）
集落である。ここは、ナポ川の支流のスクサリ川沿い
に家屋が立地している。また、州の中心地イキトスか
ら船ほかの利用で約７時間を費やす。当時の人口は、
122人、23世帯を示す。ここには、先住民のマイフー
ナ（Maijuna Indian, Orehore Indian, western group of 

Tucano）とメスチゾの両者が居住するがマイフーナが
大多数を占める。
　ここのマイフーナは、もともとスクサリ川の上流部
に暮らしていたといわれる。このことは、多数の古老
が記憶している。2011年の時点では、中心集落には
小学校がある（図７の左下）。そこには数軒の家屋が
並んでいた。また当時、多くの世帯は、スクサリ川沿
いに集落より上流部に分散して暮らしていた（図７、
図８）。しかしながら、2020年２月の現地訪問の際に
は、大部分の世帯が中心部に移動していた。中心部か

ら離れていた家屋は３軒のみであった。その結果、中
心部の家屋の密度は高くなっている（図９）。この地
区での人口総数の変化は明らかになっていないが、10

年余りで村での集住化が起きているとみなされる。は
たして集住化によって村の社会は複雑性が高まってい
るのであろうか。
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２　生業複合と狩猟の実際

　調査地では、１年間の生業カレンダーのなかで狩猟、
採集、焼畑、漁撈を組み合わせた生業に全世帯が従事
している。なかでも焼畑農耕は男も女も加わり村の生
活の基盤になっている。キャッサバとバナナは、焼畑
農耕によって栽培されてから収穫されたものであり、
村人にとって現在においても主食である。筆者の観察
によると、村では畑に作物をとりに行くことはよくあ
るが、（前節での適応Ａや適応Ｂとは異なり）作物を
貯蔵するという行為はみたことがない。村では貯蔵庫
もみられない。また一部の世帯では、2011年では牛
やブタの家畜を飼育していたが、現在は一部でブタの
飼育が行われているのみである。さらに、自給用の肉
の獲得のみならず現金獲得に重要なものがペッカリー
を対象にした狩猟である（池谷 2015）。ペッカリーは
肉のみならず皮が高価で取引される。
　狩猟の担い手としては、調査地の人口は122人、23

世帯を示すが、このうち狩猟に集中して従事するもの
は12人であった。内訳は、マイフーナインディアン
が７名、メスチゾが５名である。年齢は21歳から55

歳までに分かれ、すべて男性であった。彼らは、一年
間にわたり商業狩猟に従事するが、キャッサバやプラ
タナなどを対象にした焼畑による農耕活動を生計の基
盤にしている。４世帯は、４～８頭のブタを飼育する。
　狩猟対象動物としては、２種類のペッカリー（collared 

peccary, white-lipped peccary）のほかに、ウーリーモン
キーなどの新世界ザルの類、バク（tapir）、アグーチ
（agouti）、パカ（paca）、シカ（deer）、アルマジロ（armadillo）、
カピバラ（capybara）などの主に陸上の動物が捕獲され
ている。河川などの水域ではカイマン（white caiman）
やカワウソ（giant otter）が挙げられる。これらには、
スペイン語およびマイフーナ語による名称がそれぞれ
つけられている。
　狩猟活動としては、単独の場合と４～５人の集団で
行われる場合に分かれる。また、商業的採集（ヤシの
一種 chonta）が主な目的であり、狩猟はそのあいまに
行われることもある。彼らは、皮の商品価値の高いペッ
カリーのみを対象にするわけではない。その他の動物
もブッシュミートを獲得するために捕獲される。なお、
捕獲された５頭のペッカリーの毛皮の大きさを測定し
たが、長さは102～149cmにおよびまちまちであった。
　筆者は、２人のハンターの日帰りの狩猟活動にそれ
ぞれ１回ずつ参与観察することができた。猟は朝の６

～７時に出発して11～12時にもどってくるもので、

所要は４～５時間を示す。途中、ペッカリーの好物と
されるヤシの果実（chambira, aguaze, hungurahuiなど）
が落ちている近くでサヒーノ（collared peccary）の足
跡やフンを見つけたが、猟には成功していない。森の
なかの狩猟には、ショットガンとカマを持ち、つねに
ハンターの移動する小道が整備される。犬は使用され
ていない。
　ハンターのなかで猟場をめぐるテリトリー化は明瞭
にはみられなかったが、ハンターによって得意とする
主な猟場が存在した。それぞれは、Sancuduyo川、
Chontilla川、Catahuayo川、Tambopata川などのいず
れもスクサリ川の支流になっている。また、獲物を捕
獲できた狩猟に関しては５つの事例を得ることができ
た。いずれもペッカリー類が少なくとも１頭は含まれ
ているが、その他の動物も獲得されている点が特徴で
ある。
　以上のように限られた時間内での現地調査による
が、アマゾンの動物資源利用の実際をある程度把握す
ることができた。そこでは必ずしもペッカリーが優先
的に狩猟されているわけではないことが明らかになっ
た。ここで、狩猟産物の交易について焦点を当てる。
捕獲物の販売としては、ペッカリーの場合は皮と肉、
その他の動物では肉のみが主に村外で販売される。肉
は燻製にしてキロ当たり６～７ソル（180～210円）、
皮は３～10ソルの価格を示す。この価格は、村人に
とっては魅力的であるが、狩猟の場合はハンターの思
い通りに獲物を獲得できないという問題がある。
　一方で、村人のなかではペッカリーの幼獣を飼育す
る人がいる。育ててから食肉にするという。このこと
は、狩猟の産物の予測可能性が低いことから狩猟が成
功しない場合には他の生業に依存するような柔軟な選
択がなされている。この場合も、ペッカリーを家畜化
することには成功していない（池谷 2015参照）。村で
は肉牛を飼育したこともあったが、熱帯林でおおわれ
ている環境下では放牧の問題も加わりうまくいってい
ない。
　以上のようなことから、村での生活基盤となる焼畑
においては主食となるキャッサバやバナナが栽培され
ていて、毎年、焼畑の耕作地が移動することも関与し
ていて村内の世帯間での富の差にはつながっていない
ことがわかる。また、休閑期間をピファイユヤシ林な
ど果樹園として利用している人がいるが、富の蓄積に
つながっていない。その一方で、村内での集住化が進
行することによって世帯別の家屋の屋根材や規模など
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に世帯差が生まれている。これは、トタンか草、家屋
の増築などの選択から生まれたものであり富の差から
生まれるものではない。

Ⅴ　 まとめと考察：社会複雑性の萌芽・形

成・要因

　本稿は、人類の文明形成を古代文明の形成から捉え
て、人類の社会複雑性の萌芽とその形成過程を明らか
にすることを研究テーマとした。そこでまず、複雑社
会の形成過程を求めるために地域間比較の枠組みとし
て、農耕や漁撈に注目して、「６大文明と非文明圏の
共存」として先史時代の文明を理解する枠組みを提示
した。そして、考古学の方法による先史時代のアマゾ
ニアの状況とアマゾニアの民族誌の事例を統合する方
法を試みた。その結果は、以下のようにまとめられる。

１　アマゾニアの先史考古学とモホス平原

　近年の考古学を中心にすえた学際的研究によって、
アマゾニアのなかの南西部に位置するモホス平原の事
例ではあるが、完新世の初期から後期にかけての間に、
森の島の形成、作物の栽培化、そして氾濫原漁撈の発
達など、人為による景観変遷が行われてきたことが明
らかにされている。そして、この地域において17世
紀には50以上の村に分かれて４千人以上が暮らして
いた点は注目すべきである。この地域には、アマゾニ
アの一部であるが雨期には氾濫する自然特性を持ちな
がら完新世の初期は移動性の高い平等社会であった一
方で、トウモロコシなどの農耕と漁撈を組み合わせる
ことから社会複雑性の萌芽として展開した所があった
点が示された。

２　複雑社会の萌芽と環境適応の３類型

　近現代の民族誌と先史時代を対象にした考古学の資
料を統合して、アマゾニアの社会の地域性をふまえて
社会複雑性の程度から多様な環境への適応型として以
下のような３類型を提示した。適応Ａ：農耕定住と氾
濫原漁撈を組み合わせた複雑社会、適応Ｂ：ヴァルゼ
ア（氾濫原）に適応した社会、適応Ｃ：テラ・フィル
メ（冠水しない台地）に適応した社会である。このな
かで適応Ｂは対象とした諸民族のなかで社会階層が出
現していて社会複雑性の高い社会であるのに対して、
適応Ｃでは人口総数も小さく定住度も低く社会階層が
出現しない。

　おそらくこれら３類型の違いが生まれた要因として
は、以下の点が挙げられる。まず、自然環境の違いで
ある。適応Ｃの適応できる地域は、土壌の貧しい内陸
部であり、焼畑農耕を中心にして狩猟採集や漁撈など
の複数の生業が組み合わされている。食料を貯蔵する
ことをほとんどしない社会である。これに対して適応
Ｂは、川の氾濫によって毎年、豊かな土壌が供給され
る地域である。食料の保存も行われていて、社会のな
かに農民以外の社会層が生まれている。定住度も高く
人口規模も大きい。最後の適応Ａは、複数の農作物の
起源地の可能性が高く、定住農耕に加えて土手や池も
作るような漁撈も行われている。ここでの社会階層に
ついての資料は十分ではないが、３つの類型の中でア
マゾニアの景観を人為によって最も変えている社会で
ある。

３　 なぜ、社会複雑性の萌芽が認められないの

か：現在のアマゾニア社会の動態

　上述した３類型のなかで社会の動態をみるために、
テラ・フィルメ（冠水しない台地）に適応した社会の
生業複合を主として狩猟活動を通して把握した。そこ
で、ペルーアマゾンの先住民の村における生業複合の
なかで狩猟活動について紹介した。狩猟は、多様な動
物を求めて肉の獲得のために行われると同時に、ペッ
カリーの肉や皮は商品になっていた。しかしながら、
狩猟で獲得した獲物が多い人が現金を獲得して社会的
に富裕になっているわけではなかった。狩猟の対象と
されるペッカリーの獲得の難しさによって安定的な獲
物を獲得することは難しい。このため、ペッカリーの
家畜化を求める社会の動きもあるが、現時点では家畜
化に成功していない。
　アマゾニアの焼畑農耕民の生活は、かつては小さい
川の上流部に世帯ごとに分散して居住していたが、近
年、川の下流部に移動しての定住化・集住化が進行し
ている。同時に、地域の末端に位置づく行政組織の役
員になったり農産物の商品化に成功して富を得たりす
るなど、社会的な階層化の萌芽がみられる傾向にはあ
るが、現時点では明確な社会階層を示すものを把握す
ることができない。
　以上のことから本研究では、アマゾニアを対象にし
た社会複雑性に関する考古学に関する最新の研究を整
理して民族誌資料を加えることから社会複雑性の萌芽
と形成を把握した。その結果、アマゾニアの社会複雑
性は、農耕定住と氾濫原漁撈を組み合わせた複雑社会
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（適応Ａ）、ヴァルゼアに適応した農耕社会（適応Ｂ）、
テラ・フィルメに適応し狩猟採集や焼畑農耕の社会
（適応Ｃ）の３つに分類することが可能である。また、
適応Ｃに該当する先住民社会では、社会の定住化・集
住化が進行しているが、社会の複雑化にはいたってい
ない。これらのことから、社会複雑性の形成は、適応
Ｃから適応Ａや適応Ｂのように社会の複雑化が進んだ
とみなす社会進化的な見方のみならず、アマゾニアの
多様な環境においてそれぞれの社会が生態文化的に適
応してきたとみなすことができる。
　最後に、アマゾニアを対象にして社会複雑化の過程
と国家形成を説明するモデルを構築することを検討す
る。まず、アマゾニアの社会の複雑化の過程は、徐々
に程度が変わるものであってＡ，Ｂ，Ｃのように類型化
で示すことは難しいが、本稿は適応Ａから適応Ｃのよ
うな社会の多様性から複雑化を考える試みであった。
アマゾニアのモデルは、冒頭で提起した筆者による文
明圏と非文明圏の２分法が間違っていることを示唆す
る。おそらくは、同じアメリカ大陸においてマヤ諸国
家やインカ帝国の支配下に組み込まれていたりいな
かったりする人々のなかには、元々適応Ａ，Ｂ，Ｃのよ
うな生活と同じではなくても中心部とは異なる生業に
従事する人々がいた可能性がある。問題は、どうして
アマゾニアでは社会の複雑化の程度が大きくならな
かったのかという点である。
　一方で、パプアニューギニアの内陸部やアフリカ中
部のコンゴ盆地などの焼畑農耕社会においても適応Ｃ

が多いと推察されるが（杉村 2004; 須田 2021ほか）、
アマゾニアの適応Ａや適応Ｂは世界の湿潤熱帯のなか
で特有な社会であるのか否かを議論する必要がある。
また、定住化や集住化が促進されたとしても社会の複
雑化に直ちにむかうものであるのか否かの時間的長さ
の検討も必要になるであろう。さらに、冒頭で述べた
ように古代におけるメソポタミア文明の形成の過程に
おいて、最初の町の水路は輸送ルート沿いにあるなど
湿地の豊かさが指摘されている（スコット 2019 [2017]: 
110）。しかしながら、これらの町から国家が形成され
たのは２千年後になるといわれる。つまり新石器時代
の農業複合体は、国家形成の必要条件ではあっても十
分条件ではなかった。古代メソポタミアにおいてどう
して社会の複雑化が進んで初期国家が形成されたのだ
ろうか。
　本稿は、適応ＡからＣという社会類型から人類の文
明形成の問題に対しての枠組みを提示した。同時に、

古代メソポタミアと類似した湿地環境のアマゾニアに
おいては社会複雑性の萌芽と展開はあったが初期国家
は生まれていないことを示している。湿地環境におけ
る社会複雑性の程度の歴史的変遷については今後の課
題としたい。
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